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MOOCs(Massive Open Online Courses：大規模公開オンライン講座)と
呼ばれる、社会的企業や世界のトップユニバーシティが一般向けに大学レ
ベルのオンライン教育を行う取り組みが注目を集めています。OOCsは高
等教育の機会を大学のキャンパスの外へと拡張し、より多くの人々に対
して高等教育に触れる機会をもたらします。MOOCsを開講することで、
大学は自校の教育の質を国際的に示すことができるだけでなく、MOOCs

を反転授業の教材に用いるなど、キャンパスにおける学びの質を高める
ことも可能です。
広く一般向けに大学レベルの学習環境をインターネット上で提供する

MOOCsは、国内外における今の教育のあり方に対し、どのような影響を
及ぼしうるのでしょうか。本講演ではオープンエデュケーションとMOOCs

の現状について整理し、MOOCsが既存の教育のあり方に与えうるイン
パクトと教育の未来を変革する可能性について、様々な事例をもとに解
説します。


